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1 はじめに

現在、様々な種類の学習者コーパスが収集され、学生へのフィードバック、教材研究、教
授法の見直しへ役立てるための言語教育の調査研究に利用されている。学習者コーパスは、
大学等の日本語教育機関などで収集されるのみならず、SNSを利用したウェブ上での言語学
習者のための添削サービス（Lang-81）もあり、膨大な数の学習者の作文を集めることが可
能である。しかし、学習者が生み出した文は新聞や書籍などのコーパスと異なり正用だけで
なく誤用も含まれており、そのままで分析をするのは難しく、調査分析のための前処理が必
要となってくる。その処理には、半自動の誤り検出・訂正とエラータイプの分類、実際の人
手によるエラータグ付与作業などが含まれる。
言語学習者にとってどの部分が誤用かを知ることは重要であるが、なぜ誤用なのか、どん

な誤用なのか、という理由を知ることはさらに重要である。そのためエラータイプを分類す
るというタスクは学習者コーパス整備のための一つの重要なタスクであると考えられる。
現在のコーパスは、それぞれの機関でそれぞれの研究目的のために収集されているため、

エラータグの設計方法は様々である。また、人手で付与されるため、エラータグつきのコー
パスは少なく、タグ判定も不安定になりがちになる。エラータイプ自動分類は、人手でしか
行えなかったエラー判定を一部自動化し、人手の負担、コストを軽減しようというものであ
る。しかし、それのみならず、現在の様々なエラータグの再現性、妥当性を検証するのにも
役立てる。そういった点が検証できれば、これからのエラータグ設計に役立てることもで
きる。
上記のような理由から、本研究は、大規模なエラータグつけコーパスがないことやエラー

タグの付け方がコーパスごとに異なるなどのエラータグ付与作業の困難さを一部支援するこ
とを目指し、誤用コーパスから機械的にエラータグ付与のための自動的な処理を行う手法を
検討する。
具体的にはアノテータが修正した箇所のエラータイプを当てるタスクに取り組み、エラー

タグが付与されたNAIST誤用コーパス [17]のタグ付与基準に基づき、機械学習を用いた多
クラス分類によるエラータイプ分類実験を行った。

†{hiromi-o,komachi,takuya-fu,matsu}@is.naist.jp
1http://www.lang-8.com
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実験は、2種類に分けられる。1つ目は、NAIST誤用コーパス内でトレーニングとテストを
行い、どれくらいエラータイプを当てられるかというタスク（トレーニングデータ：NAIST
誤用コーパス、テストデータ：NAIST誤用コーパス）と、もう 1つは、まったく別のエラー
タグの付与されていない日本語学習者コーパス（Lang-8）（トレーニングデータ：NAIST誤
用コーパス、テストデータ：Lang-8）でどれだけ当てられるかというタスクである。

NAIST誤用コーパス内で行った実験では、正解率は 77.1%であった。Lang-8をテストデー
タとして行った実験では 83.3%であった。「動詞」や「表記」の誤りに比べて「形容詞」や
「名詞」のエラータイプの自動分類が難しいことが分かり、エラータイプが正しく判定され
なかった理由は、実験素性の選択の問題、形態素解析による問題、タグ範囲の設定による問
題と分析した。

2 関連研究

現在、存在している日本語学習者コーパスは、大阪大学の寺村コーパス [18]（データ総数
4,601文中 3,131文がエラータグ付け済み）、名古屋大学の学習者コーパス [21]（756ファイ
ル）、東京外国語大学の「オンライン日本語誤用コーパス辞典」 2（エラータグつき作文 40
ファイル）、筑波大学の「日本語学習者作文コーパス」[22]3 （540ファイル）などがある。
本研究もこれらの研究と同じく学習者コーパスにエラータイプを付与することを目的として
いるが、これらの研究がすべて人手でエラータイプを付与しているのに対し、我々は半自動
化で付与することを目的としている点が異なる。
学習者コーパスにおける整備作業には、データ収集、タグ設計、誤り検出・訂正、エラー

タイプ分類が主に考えられ、それらに関する研究が進められている。
その中で誤り判定においては、英語のスペルミスの誤り訂正 ( [13])、英語の名詞の可算性

（数えられる名詞）、不可算性（数えられない名詞）の誤り検出・訂正研究 ([2], [23])、前置
詞の誤り検出・訂正に関する研究 ( [3], [4], [5], [12], [6])、冠詞誤り検出・訂正に関する研究
([7], [5], [6], [14] )などがある。日本語を対象とする研究では、格助詞を対象とした研究が
多い ([15], [9], [16],[24], [11])。さらに、エラータイプに特に着目せずに文を誤用文と正用文
とに分類する研究もある ([10], [19])。
エラータイプ分類においては、 [1]が英語学習者の作文において実験を行っている。デー

タは Cambridge Learner Corpus（CLC）4で、75の母語数、2千万語から成る。そのうち、5
百万語分にエラータグが付与されている [8]。多クラス分類モデルで、最大エントロピーを
用い、15クラスのエラータイプ（余剰、不足、変更、スペルミス、動詞の時制など）に分け
る実験を行っている。本稿とは、学習者の書いた誤用文と正用文を多クラス分類モデルで分
類するという点が共通している。しかし、日本語学習者の作文におけるエラータイプ分類実
験はまだ見られない。

3 NAIST誤用コーパスにおけるエラータグのアノテーション

本稿におけるエラータイプ分類実験は、我々が作成したNAIST誤用コーパス [17]におけ
るエラータイプの自動分類に取り組んだので、まず NAIST誤用コーパスの概要について述

2http://cblle.tufs.ac.jp/llc/ja_wrong/index.php?m=default
3http://www34.atwiki.jp/jccorpus/
4http://www.cambridge.org/elt/corpus/clc.htm
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表 1: NAIST誤用コーパスのエラータグ集計結果（上位 10位まで）
VN=ベトナム/TH=タイ/CN=中国/ML=マレーシア/MN=モンゴル/KH=カンボジア/KR=韓国/SG=シンガポール

VN TH CN ML MN KH KR SG 全体的な割合
語彙選択 35.0 27.0 17.2 22.8 29.2 12.8 25.2 23.8 24.1
助詞 21.8 23.1 20.6 24.2 22.1 17.4 17.3 30.6 22.1
表記 9.8 10.1 19.8 16.9 12.7 33.6 15.5 6.8 15.7
動詞 13.8 15.3 16.8 12.1 14.2 15.9 14.6 10.2 14.1
成句 6.2 7.0 2.6 7.3 5.2 1.7 3.4 4.9 4.8
文体 1.7 1.2 2.3 6.0 4.1 6.1 3.1 6.3 3.9
名詞 2.5 2.6 3.5 1.4 3.4 2.0 4.4 2.9 2.8
文全体 2.0 2.6 1.2 3.4 0.7 1.4 2.4 2.4 2.0
形容詞 2.0 0.9 2.6 1.5 1.9 1.7 1.5 1.5 1.7
語順 1.0 1.3 1.2 0.3 0.4 1.2 0.6 0.0 0.8

べる5。「作文対訳DB」の中で添削が施してある 313名の作文中の誤用部分にタグを付与し、
様々な情報を補完した [17]。ファイル数は 313、総文字数は 191,994字となっている。本稿
は「作文対訳 DB」に対しアノテーションを行なっているため、データは共通しているが、
「作文対訳 DB」には誤用の種類がアノテーションされていない。

NAIST誤用コーパスのエラータグの上位 10位までを表 1に示す6。誤用で多いのは、「語
彙選択」、「助詞」、「動詞」、「表記」「成句」、「名詞」、「形容詞」に関する誤用である。「語
彙選択」は、ふさわしい語彙を選べなかった（「国民」を「人民」）誤りである。「助詞」は、
助詞が抜けている（不足）、不必要な助詞がつけられている（余剰）、誤った助詞が入れられ
ている（変更）などがサブカテゴリーに含まれる。「動詞」カテゴリーの誤用には、サブカ
テゴリーとして動詞の活用、自動詞か他動詞か、受け身の誤り、テンスアスペクトの誤りな
どが含まれる。「表記」には、ひらがな、かたかな、漢字に関する誤りなどが入る。「成句」
は、きまったフレーズ（「～たり～たり」など）がうまく使えなかった誤りを含む。「名詞」
には文を名詞化するときの「の」と「こと」を使い誤ったものや品詞選択誤りなど、「形容
詞」には活用など、詳細に分類されている。「文全体」は、文がすべて書き換えられている
誤り事例である。「文体」は、「です・ます体」に関する誤りで、「語順」は、語彙の出現す
る位置に関する誤りである。

4 多クラス分類によるエラータイプ分類

実験の概要を図 1に示す。まず、正用文と誤用文が対になっており、エラータイプに分類
されているコーパスを利用し、正用文と誤用文とを取り出す。上記の 2種類の文から、対応
する誤用箇所（x）と、正用箇所（y）、エラータイプ（t）の 3つ組からなる事例（x,y,t）を
取り出す。
それらを取る際に、正用文と誤用文において動的計画法によるマッチングを用いて置換対
5アノテーションについて詳しくは [17]を参照されたい
6その他の誤用には、「接続」「モダリティ」、「コロケーション」、「助動詞」、「指示詞」、「体言修飾」、「否定」、

「副詞」、「仮定、条件」、「代名詞」、「その他　文法事項に関する誤り」などがある。詳しくは [17]を参照された
い
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図 1: 実験概要

の抽出を行った。誤用文と正用文をそれぞれ文頭から 1文字ずつ読み進めていき、誤用文に
は存在するが正用文には存在しない文字列を挿入箇所としてみなした。さらに、正用文には
存在するが誤用文には存在しない文字列を削除箇所としてみなした。今回は挿入箇所と削除
箇所が連続した部分を置換のペアとして抽出した。
例えば、「誰に（誤）→　で（正）もたばこを吸う権利がある」という文から事例をとり

だす。ラベルとして「助詞」の誤用（t）と、さらに、誤用箇所「に」（x）と、正用箇所「で」
（y）という事例が 1,413個取り出される。素性には、誤用箇所そのものに加えて誤用箇所周
辺の文脈、正用箇所そのものに加えて正用箇所周辺の文脈、およびそれらの組み合わせなど
を用いることができる。1つの文に別々の誤用が 2つ以上ある場合は、1誤用につき 1事例
として取り出した。それらの事例をトレーニングし、多クラス分類器として機械学習の「最
大エントロピー法7」を利用し、5つの多クラス分類を試みた。

4.1 データ

NAIST誤用コーパスから正用文と誤用文のペアを任意に取り出し、トレーニングデータ
として使用した。テストデータは、NAIST誤用コーパスから任意に取り出した文（実験 1）
と Lang-8から 12文を取り出し、エラータイプに分類したもの（実験 2）である。Lang-8は
もともとエラータグ付与されていないため、任意に 12文を取り出し、エラータイプを付与
した。
実験に使うエラータイプは、表 1の「形容詞」、「動詞」、「助詞」、「名詞」、「表記」のサ

ブカテゴリーを含んだ大カテゴリー 5つに限定した。それぞれの例を表 2に示す。

4.2 素性

素性は、誤用箇所の表層、正用箇所の表層、正用箇所の形態素解析結果を使用した。さら
に、unidic辞書を使ったMeCab形態素解析器8を利用し、形態素情報を素性として取り入れ
た [20]。上記の例文から、誤用箇所の「に」、それが対応する箇所の「で」、その形態素解析

7http://homepages.inf.ed.ac.uk/lzhang10/maxent_toolkit.html
8http://mecab.googlecode.com/svn/trunk/mecab/doc/index.html
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表 2: 誤用文例

エラータイプ 誤用文例
形容詞 発音が大変　だけではない（誤）→大変なだけではない（正）
名詞 趣味は映画を見るのです（誤）→見ることです（正）
表記 年ぱの人（誤）→年配の人（正）
助詞 英語をわかる（誤）→英語がわかる（正）
動詞 手紙を書きない（誤）→書かない（正）

結果である「助詞」が素性となる。

4.3 評価尺度

評価尺度として再現率、適合率、F値、正解率を利用した。再現率は、対象とする各エラー
タイプの中で、正しく分類されたエラータイプを指し、適合率は、システムがあるエラー
タイプだと分類したもののうち正解を当てた率である。F値はそれらの調和平均を表してい
る。正解率とは、すべての事例の中で、正しいエラータイプに属すると判定されたもの (True
Positives)とこの誤用文はエラータイプに属さないと正しく判定されたもの (True Negatives)
との割合である。

再現率 =
正しく分類された事例数
各エラータイプの全事例数 × 100 (1)

適合率 =
正しく分類された事例数

システムがあるエラータイプだと分類した事例数 × 100 (2)

F 値 =
2×適合率×再現率
適合率+再現率 (3)

正解率 =
正しく分類された事例数

すべての事例 × 100 (4)

5 NAIST誤用コーパスに対するエラータイプ分類実験結果

まず、一つ目の実験、NAIST誤用コーパス内でエラータイプ分類はどのくらいできるの
かを検証するために分割交差検定（10分割）を行った。正解率は、全体で 77.14%であった。
各エラータイプにおける適合率、再現率、F値を表 3に示す。これを見ると、「表記の誤用」
また、「動詞の誤用」が安定して分類されていることがわかる。最も分類されにくいのが「形
容詞の誤用」である。
表 4には、ある分割内での誤り事例を取り出し、エラー分析を行った結果を示している。

システムが誤って分類した理由は、「素性の問題」、「プログラムミス」、「形態素解析による
問題」、「タグつけ時のミス」、「タグ範囲における問題」などに分けられた。以下に数の多い
3つの問題について詳しく述べる。

5.1 素性の問題

表記の間違いに多く見られたのは、現在の素性で分類するのが難しい問題であった。表記
の間違いは一般的に書き間違い（spelling errors）を意味している。しかし、例文「結婚式は、
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表 3: NAIST誤用コーパスの 10分割交差検定結果

エラータイプ 適合率 再現率 F値
助詞 65.7% 64.0% 62.1%
動詞 76.0% 85.2% 80.3%
表記 84.3% 82.8% 83.5%
名詞 53.6% 36.2% 42.2%
形容詞 31.7% 24.1% 26.5%

主に結婚式場やホテルやおおきいビルがあります」で見られるように、漢字で書くべきと
ころを書いていない誤りも含んでいる。さらに、送り仮名（嫌らう（誤）→嫌う（正））や漢
字ひらがな混合（かぶル（誤）→かぶる（正））などの事例も「表記」の誤用なのであるが、
システムは「表記」だと正しく分類しなかった。今回のエラータイプ分類実験には、サブカ
テゴリーを含んだ大分類のタグを使用している。分類が大きければ大きいほど、エラータイ
プ分類の揺れがないと考えたためと、サブカテゴリーまで自動分類するのは難しいと考えた
ためである。しかし、例えば「表記」のように主に「書き間違い」があるグループに「送り
仮名」の問題や「漢字ひらがな混合」の問題など、様々な問題が混在している場合、それぞ
れの事例数が足りないのが問題であることは十分に考えられる。

5.2 形態素解析による問題

今回の実験では、学習者の作文は誤りを含むため形態素解析が難しいと考え、誤用文の品
詞情報は利用しなかった。そのため、例えば、「私が入学できた大学は学期の　始めの（誤）
　→　始まる（正）前の 3日間入学式を行った」という文において、「始まる‐動詞」の結
果は利用できるが、「始めの」の形態素解析結果を素性に組み込まなかった。誤りが含まれ
ていたとしても、「始め-名詞」という素性が利用できれば、「名詞」の誤りと分類される可
能性はある。誤用文の形態素解析結果を利用すればこのような誤分類は解決できる可能性が
ある。

5.3 タグ範囲における問題

タグ付与作業を行う時、正用文と誤用文で、単語同士が 1対 1に一致しない場合、どこま
でにタグを振るのかということが問題となる。例えば、「おいのりのあとで、家で私の家族
はいっしょに朝食を食べるものです（誤）→ます（正）」という文の場合、「食べ」までは
正用文でも誤用文でも同じなのでそこにはタグを振らずに、異なる部分だけに振るとする。
そうすると、エラータイプを分類するための問題となる箇所は「もの」であるが、その前後
をどうするのかという問題がある。現在は、異なる部分をすべてタグで囲んでいる。そうし
なければ変更されている箇所がわからない。しかし、そのすべてにタグを振ると誤用の理由
となるべき箇所がわからなくなるジレンマがある。学習者は自由に誤用を犯す。教師による
その添削方法も様々である。そのため、エラータグは、単語間の対応になっていない場合が
多い。エラータグを設定するときのエラーの範囲の決定の仕方には、議論の余地が十分に
ある。
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表 4: NAIST誤用コーパスでのエラー分析結果

システムの
問題

タグ範囲に
おける問題

形態素解析
による問題

プログラム
ミス

タグつけ時
のミス

エラー全事
例

表記 11 0 1 0 2 14
動詞 2 2 2 4 1 11
名詞 0 7 1 0 0 8
形容詞 0 1 2 1 1 5
助詞 2 0 0 0 0 2
計 15 10 6 5 4 40

6 Lang-8に対するエラータイプ分類実験結果

Lang-8をテストデータとして使用した場合、システムはテスト文 12文において 10文の
分類に成功した。
表 5は、テスト文中のどのような文においてシステムが分類に成功し、どんな文において

分類ミスをしているかを表している。傾向は NAIST 誤用コーパスを用いた実験と同様で、
「表記」、「助詞」は、すべての文で分類に成功しており、判定しやすい事が分かる。「形容詞」
や「名詞」で分類に失敗している。テスト文 1において、「形容詞」の誤用を「動詞」と判
定している。文 1のように、「形容詞」や「名詞」は、訂正されるときに「小さい―形容詞」
「の―助詞」から「少し―副詞」「の―助詞」というように、別の品詞になってしまう。文 6
においても「名詞」を「動詞」と判定している。この際にも「その場合―名詞」から「そう
―副詞なれ―動詞-非自立可能ば―助詞-接続助詞」となり、「表記」のようにほとんどが
名詞から名詞への変更となる場合とは異なる。
今回は、素性として単語の表層と形態素解析結果しか使っていないため、形態素を超えた

修正がないエラータイプのほうが分類されやすかったのではないかと考えられる。

7 おわりに

本稿では、エラータイプの自動分類に向けた実験を試みた。現在、収集されている様々な
学習者コーパスのエラータグ付与支援ができるように NAIST誤用コーパスとは別コーパス
である Lang-8でのテストを行った。結果、NAIST誤用コーパスにおいても Lang-8コーパ
スにおいても 80%前後の正確率を得ることができた。「助詞」、「動詞」、「表記」の誤用など
は、事例数が多いことからか、十分な判定結果が観測された。しかし、「名詞」や「形容詞」
などのエラータイプは分類するのが難しかった。理由として、タグの範囲が必ずしも単語対
単語の 1対 1の対応をせず、形態素解析の情報が素性に取り込めない点などが考えられる。
これは、今後の素性選択に活かしたい。
また、事例数が少ないことも自動分類を難しくした要因である。次回の実験ではトレーニ

ング、テストともにデータを増やすつもりである。

413



表 5: Lang-8のテスト文結果

結果 エラー
タイプ

システム
出力結果

誤用文例

× 形容詞 動詞 私たちはうちに小さい時間いました（誤）→少しの時間（正）
○ 表記 表記 こんな宴会・飲み会は日本語で話すたみにいいチャンスだ

（誤）→ため（正）
○ 表記 表記 ゆべ２３：００に友達が到着しました（誤）→ゆうべ（正）
○ 表記 表記 座の手前にきれいなちゅーりっぷを見ました（誤）→チュー

リップ（正）
○ 表記 表記 せのもんはなんですか。（誤）→せんもん（専門）（正）
× 名詞 動詞 その場合はいいと思う（誤）→そうなれば（正）　　
○ 名詞 名詞 私のお気に入りの趣味は読み　です（誤）→読むこと（正）
○ 助詞 助詞 今日最後までにできたらはいいと思います（誤）→最後まで

（正）
○ 助詞 助詞 もし面接のときこのような質問を出て来るかもしれません

（誤）→（正）質問が
○ 助詞 助詞 わけがなく、微笑みながら雪が降るのを眺めていました（誤）

→わけもなく（正）
○ 助詞 助詞 普通に学校はあまり日本語で喋らないです。（誤）→普通は

（正）
○ 動詞 動詞 今晩のパーティは本当の宴会と思よ（誤）→思います（正）
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